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湖沼，河川などの水質汚濁の原因は，処理が十分

でない生活排水の流入の影響と考えられている．そ

の対策として排水経路に微生物保持担体を投入，あ

るいは設置し，その自浄作用によって浄化を図る方

法がある．しかし，微生物保持担体には様々な形状

や組成のものが使用されており，それらの要因と水

質浄化能との関係については明確にされていない．

筆者らは，これまでの研究において，産業廃棄物

であるフライアッシュを利用したケイ酸カルシウム

硬化体が，優れた微生物保持担体になることを明ら

かにした．本研究では，さらに，ケイ酸カルシウム

硬化体の形状効果のうち内部空隙の大きさや表面粗

さが，また，表面組成が水質浄化能に及ぼす影響に

ついて検討を行った．

まず，微生物保持担体の内部空隙の大きさを均質

化するため，φ＝ のガラスビ0.6,1.0,1.4,2.0,2.9 mm

ーズを用いてφ のドーナツ状焼結体を作製=40mm

した．この時，ガラスビーズは点接触で焼結するよ

うにした．また，それぞれの焼結体は同一表面積

( )になるようにした．次に，それら焼結体の165cm2

表面平滑度と水質浄化能との関係を調べるため，研

磨剤で粗面化処理した試料を作製した．

さらに，表面組成の効果を調べるため，飽和石灰

水中 ℃， ｈの水熱処理で表面をケイ酸カルシ180 3

ウム化した．また，生体必須金属の影響を調べるた

TiO Al O MgOめ，焼結体表面にゾルゲル法で， 2 2 3， ，

のコーティング膜を，混合焼結法で なFe O ZnO2 3，

どの膜を形成した試料も作製した．

それらの表面処理した焼結体は，水質浄化試験に

用いる前に約１週間人工排水に浸漬して初期溶出物

を除き， ℃， 分間の滅菌処理を行い微生物保120 30
持担体として実験に用いた．水質浄化試験は，内径

，高さ のアクリル容器内に微生物保持担45 250mm

体を設置，それに人工排水（ ･ ）COD200mgO dm －３

約 を加えて循環， ｈ後の 値により評330ml 24 COD

価した．実験は ℃で，また曝気を行い，好気性30

環境で実施した．

ガラスビーズ焼結体の粗面化処理を行うことによ

り， 値は から に減少した．しかし，ガCOD 60 50

CODラスビーズ表面をケイ酸カルシウム化した時，

値は まで著しく減少した．種々の金属酸化物を30

2コーティングした試料の ｈ後の 値は，24 COD TiO

の場合 になったが， の場合は，それ54 Fe O MgO2 3，

ぞれ ， まで減少した．これは， に抗菌性32 35 TiO2

があるのに対し， は微生物にとって親Fe O MgO2 3，

和性が大きいためと考えられる．内部空隙と水質浄

化能との関係を調べる実験には，ケイ酸カルシウム

=0.6化した試料を用いた，ガラスビーズの粒径がφ

2.0 COD 40 32から と大きくなるに従い， 値は から

と減少したが，φ では と再び上昇した．=2.9 39

以上の結果から，水質浄化能に寄与する要因とし

て適度な大きさの内部空隙や表面組成が重要と考え

る．また，ケイ酸カルシウム膜の表面構造，組成は

微生物保持担体として有効であることが分かった．

従って，ケイ酸カルシウム硬化体を微生物保持担

体として利用する場合にも適度な内部空隙を形成す

る構造設計が重要と考えられる．
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